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宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・

ロゼ高校、米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取

材。雑誌・新聞・テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オ

ークランド在住の中村嗣氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移

動。01年、長男・章人君,02年、次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住

等ライフスタイル全般のコラムニストとして英語及び日本語で執筆活動を続

けている。著書は近代文藝社「おしゃれのエッセンス」「おしゃれのエッセンス

旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。NZでの生活のエッセイが載ってい

るホームページはwww.ouchi-junko.com
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ブラウスはミニドレス
としても大活躍。
タートルネック$243
ブラウス$348
パンツ$292
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フードを衿のように、ジ
ャケットから覗かせた重
ね着。
フード付きトップ＄354
ジャケット$393
スカート$256W
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シンプルなレインコー
トもトリミングがポイ
ント。

コート$562
ブラウス$144
タンクトップ$88
パンツ$288

TOWN

チチ（ベルト）をプラスし
ただけで、雰囲気ががら
りとかわります。

シャツ$236
パンツ$350
チチ$98

PARTY

黒の刺繍のワンピ
ースはそのままでも、
パンツと重ねても
素敵。
ドレス$263
パンツ$298

DINNER

プリントワンピースにプ
ラスすることで、ドレス
アップも自由自在。

ワンピース$348
ブラウス$144
チチ（オーバースカート）
$146

DINNER

プーレのプリントジャケ
ットは今シーズンの代表
的なアイテム。
ジャケット$498
ブラウス$256
スカート$294

WORK

DNAのジーンズは折り返
しに個性がキラリ。
ジーンズ$236
Tシャツ$243
ジャケット$272

CASUAL

DNA RETAIL SHOWROOM 09-309-8268 
38 Poynton Tce, Newton, Auckland

　Kロードのセントケヴィンズアー

ケードを通り抜け、道を右に歩くと

ポツンと立っているDNAのブティ

ック。「え、こんな所に？」と思うロケ

ーションだ。こぢんまりとした店内

の奥にデザインスタジオが広がり、

ショッピングをしながら作業風景が

覗ける。巨大なプリントテーブル、素

材、ラックにかかった新しいコレク

ションのサンプル、ドリスがデザイ

ンする仕事机などが奥行きの深い長

細い部屋に置かれている。ここがド

リス・デ・ポントの仕事場であり、シ

ョールーム兼、ショ

ップなのだ。「今日は

アシスタントも休み

だし、病欠のスタッ

フも出て、私たった

一人なのよ」と迎え

てくれたドリス。細

身な彼女は裾を折り

返したジーンズに、

フリンジの「チチ」と

いうオーバースカー

トをはき、全身自分のコレクション

でかためている。とても活動的で気

さくな雰囲気の女性だ。「奥まった場

所だから、お店も兼ねているけれど、

あまり邪魔されずに仕事に集中する

ことができるのよ」と言う。実際に、

私がインタビューと撮影の為に過ご

した約３時間の間に、買い物客は一

人も来なかった。

　ドリス・デ・ポントの作品はアート

と切っても切り離せない関係を持つ。

毎シーズン、アーティストとのコラ

ボレーションにより、作品が作り上

げられる。「まずは私が感じている今

の時代と雰囲気に会うアートを見つ

けることから始まります。そして、ア

ーティストと話し合いながら、基本

のプランを立てていくのです。そこ

からは、作品をどのように使用して

も良いという、創作の自由の権限が

ゆだねられ、私は自由にコレクショ

ン作りに取り組むのです」

　今シーズンはニウエ出身のニュー

ジーランド人アーティスト、ジョン・

プーレの「Let's Gather Here」という

作品がテーマとして

用いられた。「オーク

ランドの多民族性、

様々な文化の混ざり

合いなどを表現した

かったのです」とい

うドリス。すぐ隣の

セントケヴィンズア

ーケードで行われた

ショーは、ポリネシ

アの太鼓、中国の歌、

スコットランドのバグパイプなどを

BGMに展開され、迫力のあるものだ

った。「Kロードというのは移民の登

竜門だと思う」と彼女は語る。

　タパ素材を思わせる彩りのプーレ

の作品を様々に解釈して作られた今

回のコレクション。全体的にポリネ

シアンな味わいの濃いプリントが、

ヨーロッパ的な素材やアイテムに仕

立てられている。ベージュトーンの

ジャケットは作品をそのままプリン

トとして使っている。その一部だけ

を引用したTシャツや、アブストラ

クト化したプリントのドレス、額縁

のように、他の色で縁どりを施した

シャツや、シースルーのブラウスなど、

同じモチーフが幾とおりにも表情を

変えながら様々なアイテムを飾る。

また、それを組み合わせることによ

って更に多彩な表情が現れる。最近

まではDNAというブランド名でコ

レクションを発表していたドリス。

遺伝子と同じように、

たった一つしかない

オリジナルという意

味を込めてつけた名

前だ。今では、お値段

も手頃なディフュー

ジ ョ ン ラ イ ン が

「DNA」、コレクショ

ンラインは「ドリス・

デ・ポント」と分けて

いる。家庭を持ち、か

つ仕事を続ける女性が多いニュージ

ーランド。ドリス自身も、ビジネスの

傍ら、3人の子供を育て、孫もいる。

オランダからの移民の両親のもとに、

ニュージーランドで生まれたドリス。

父親は靴職人、母親はテーラー。ドリ

ス自身、ファッションビジネスには

20年以上携わり、70年代から80年代

にかけてはオランダに移り住み、デ

ザイナーとして活躍した。育児と共

に仕事を中断したり、再開したり、「一

番下の娘がちょうど1歳をすぎた頃、

今のビジネスを立ち上げました。」そ

の顧客の多くは、彼女のような、プロ

フェショナルな女性。中でも、自分で

ビジネスを営んでいる女性に人気が

あると言う。「コー

ポレートな組織の

中で働く人よりも、

弁護士や医者のよ

うな職業の女性の

顧客が多い」と彼女

も言う。

　ドリスの服は、一

見してわかる。コレ

クションごとに作

られるオリジナル

プリントの作品は限定生産のため、

コレクターも少なくない。「着るもの

は自己表現のツール」と言うのが彼

女の信念。主張のあるデザインだけに、

着る人にもそれなりの自信がないと、

着こなす資格はないのだ。

DNA


